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第
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東
京
大
学
〔
教
〕　

渡　

部　

泰　

明　

〔
趣
意
〕

　

人
文
科
学
を
取
り
巻
く
研
究
・
教
育
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ

り
、
人
文
科
学
の
役
割
を
問
い
直
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
近
年
、
日
本
文
学
関
連
の
い
く
つ
か
の
学
会
で
も
、
研
究
と
教

育
の
架
橋
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。
時
代
や
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
て
、
文
学
研
究
の
意
義
を
問
い
直
し
、
文
学
研
究
の
成
果
を
広
く
発

信
し
て
い
く
可
能
性
を
探
る
こ
と
の
重
要
性
が
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

中
古
文
学
会
で
は
、
二
〇
一
八
年
度
春
季
大
会
に
お
い
て
「
時
空
を
越
え
る
中

古
文
学
─
そ
の
普
遍
性
を
探
る
─
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
続
く
秋
季
大

会
に
お
い
て
「
古
典
を
い
か
に
「
発
信
」
す
る
か
─
文
学
・
文
化
・
文
化
財
─
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
ふ
た
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
個
別
の

専
門
的
な
内
容
を
扱
い
つ
つ
も
、
中
古
文
学
を
研
究
す
る
こ
と
の
根
本
的
な
意
義

を
問
い
直
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
問
題
意
識
を
引
き
継
ぎ
、
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
本
学
会
の
今
後

四
回
の
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
「
古
典
の
教
育
・
普
及
」
に
関
連
す
る
テ
ー
マ

で
実
施
す
る
方
向
性
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
一
回
目
と
な
る
二
〇
一
九
年
度
秋
季

大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、「
中
古
文
学
と
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
」
と
題
し
て

行
い
た
い
。

　

現
在
、
戦
後
最
大
と
も
評
さ
れ
る
「
国
語
」
の
改
革
が
進
行
し
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
七
月
に
告
示
さ
れ
た
『
高
等
学
校
指
導
要
領
解
説 

国
語
編
』
で
は

国
語
科
の
新
た
な
目
標
と
科
目
構
成
が
示
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
か
ら
使
用
さ
れ
る

高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
の
作
成
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
セ
ン

タ
ー
入
試
の
後
継
と
な
る
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
を
想
定
し
た
「
試
行
調
査

（
プ
レ
テ
ス
ト
）」
も
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

飛
び
交
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

今
回
の
「
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
で
は
、
高
校
生
の
古
典
の
学
習
意
欲
を
高

め
る
こ
と
が
課
題
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
現
行
の
「
国
語
総
合
」

の
後
継
と
な
る
「
現
代
の
国
語
」「
言
語
文
化
」
の
う
ち
、「
言
語
文
化
」
の
説
明

に
は
「
上
代
か
ら
近
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
る
」
と
い
う
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
、
学
習
時
間
の
配
当
を
見
て
も
近
代
以

降
の
文
章
の
学
習
に
比
べ
て
古
典
の
学
習
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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る
。
ま
た
、
現
行
の
「
古
典
Ａ
」
と
「
古
典
Ｂ
」
を
統
合
し
た
「
古
典
探
究
」
と

い
う
科
目
も
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
二
回
実
施
さ
れ
た
「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」
の
「
試
行
調
査
（
プ
レ
テ
ス
ト
）」
で
は
、
古
文
の
問
題
に
二
回
と
も

『
源
氏
物
語
』
が
出
題
さ
れ
て
お
り
、
一
見
、
古
典
教
育
も
中
古
文
学
も
安
泰
の

よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
後
、
教
科
と
し
て
の
「
国
語
」
に
お
い
て
「「
古
典
」
の
退
場
」

の
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
は
、
既
に
紅
野
謙
介
氏
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
（『
国
語
教
育
の
危
機
─
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
新
学
習
指
導
要
領
─
』

二
〇
一
八
年
、
ち
く
ま
新
書
）。
ま
た
、
伝
統
と
文
化
の
尊
重
の
た
め
の
古
典
教

育
と
い
う
方
向
性
へ
の
危
惧
の
表
明
も
多
々
見
受
け
ら
れ
る
。

　

新
「
学
習
指
導
要
領
」
の
下
、
高
校
の
「
国
語
」
で
近
現
代
の
文
学
を
学
ぶ
機

会
が
激
減
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
で
は
、
古
典
文
学
教
育
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
未
だ
予
測
が
つ
か
な
い
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
見
据
え
つ
つ
、
そ
の
後
の
三

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
問
題
点
を
抽
出
す
べ
く
、
ま
ず
は
、

古
典
文
学
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
、
高
校
・
大
学
に
お
け
る
古
典
文
学
教
育
、
国
語

科
の
教
員
養
成
、
大
学
入
試
の
あ
り
方
、
そ
し
て
中
古
文
学
会
は
何
を
す
べ
き
か

と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
を
交
換
す
る
場
と
し
た
い
と
考
え
る
。
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第
二
日
　
一
〇
月
一
三
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
の
部

新
出
、
定
家
本
『
若
紫
』
の
紹
介

　
─
音
読
か
ら
読
書
へ
─

�

龍
谷
大
学
〔
客
〕　

藤
本
　
孝
一

　

池
田
亀
鑑
氏
の
研
究
に
よ
り
藤
原
定
家
の
青
表
紙
本
と
認
定
さ
れ
て
い
る
源
氏

物
語
は
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
花
散
里
』『
柏
木
』・
文
化
庁
保
管
『
行

幸
』・
安
藤
積
産
合
資
会
社
蔵
『
早
蕨
』
の
計
四
帖
で
あ
る
。

　

今
回
、
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
定
家
本
『
若
紫
』
の
五
冊
目
が
新
出
し
た
。
本

書
を
紹
介
す
る
。

〔
検
証
〕

一
、
定
家
が
注
釈
し
た
『
奥
入
』
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
、�

紙
質
は
透
過
光
に
よ
り
繊
維
の
塊
が
見
ら
れ
、
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
の

「
溜
め
漉
き
」
方
法
に
よ
り
漉
か
れ
て
い
る
。

一
、�

表
紙
は
、
紺
表
紙
の
『
花
散
里
』『
柏
木
』
と
一
致
し
、
題
簽
は
、『
花
散

里
』『
柏
木
』『
行
幸
』
と
筆
跡
・
料
紙
共
、
同
一
で
あ
る
。

一
、
本
文
の
筆
跡
も
他
の
四
帖
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
。　
　

〔
音
読
か
ら
読
書
〕

　

源
氏
物
語
が
書
か
れ
た
当
初
の
鑑
賞
方
法
は
、
朗
読
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ

を
読
書
用
に
書
写
し
た
の
が
、
定
家
で
あ
る
。
こ
の
検
証
は
、
和
歌
の
分
か
ち
書

き
に
あ
る
。
大
島
本
・
尾
州
本
の
和
歌
は
改
行
だ
け
で
、
本
文
と
繋
が
っ
て
い

る
。
和
歌
を
上
句
下
句
、
二
行
に
独
立
し
て
書
か
れ
た
最
初
の
写
本
は
、
定
家
本

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
意
識
的
に
散
文
と
韻
文
と
を
区
別
し
た
書
写
方
法
に
よ
り
検

証
さ
れ
る
。

菅
原
道
真
と
改
元

�

筑
波
大
学
〔
教
〕　
谷
口
　
孝
介

　

菅
原
道
真
、
十
一
歳
の
作
と
自
注
に
あ
る
『
菅
家
文
草
』
巻
頭
詩
の
制
作
年
次

は
斉
衡
二
（
八
五
五
）
年
で
あ
る
。
道
真
は
、
大
宰
府
に
お
い
て
死
去
す
る
延
喜

三
（
九
〇
三
）
年
に
い
た
る
ま
で
、
天
安
（
斉
衡
四
年
改
元
）、
貞
観
（
天
安
三

年
改
元
）、
元
慶
（
貞
観
十
九
年
改
元
）、
仁
和
（
元
慶
九
年
改
元
）、
寛
平
（
仁

和
五
年
改
元
）、
昌
泰
（
寛
平
十
年
改
元
）、
延
喜
（
昌
泰
四
年
改
元
）
と
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
七
度
の
改
元
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
間
、
元
慶
改
元
時

に
は
式
部
少
輔
で
あ
り
、
仁
和
改
元
時
に
は
式
部
少
輔
兼
文
章
博
士
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
元
号
の
勘
申
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
『
菅
家
文
草
』
な
ど
に
お
い
て
元
号
に
関
わ
る
目
立
っ
た
言
及
は
見
ら

れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
逆
に
元
号
勘
申
に
関
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
白
な
、
讃
岐

守
で
あ
っ
た
寛
平
改
元
時
と
大
宰
権
帥
で
あ
っ
た
延
喜
改
元
時
と
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
「
読
二
開
元
詔
書
一
。
絶
句
」（
巻
四
294
）
と
「
読
二
開
元
詔
書
一
。
五
言
」（
後

集
479
）
と
の
同
題
の
詩
を
作
成
し
て
い
る
。
天
子
の
輔
翼
と
し
て
元
号
勘
申
に
当

た
っ
た
で
あ
ろ
う
お
り
に
は
、
天
の
時
を
管
理
す
る
側
に
あ
っ
た
道
真
が
、
寛
平

度
、
延
喜
度
に
あ
っ
て
は
、
天
時
の
支
配
を
明
確
に
受
け
る
位
置
に
立
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
こ
の
両
詩
に
お
い
て
は
元
号
の
意
味
付
け
が
か
え
っ
て
鮮

明
に
現
れ
出
た
も
の
と
考
え
る
。
本
発
表
で
は
道
真
の
元
号
観
を
明
ら
か
に
し
た

う
え
で
、
そ
の
考
え
方
が
、
か
れ
が
中
心
的
に
編
纂
に
関
わ
っ
た
『
日
本
三
代
実

録
』
の
改
元
に
関
わ
る
記
述
に
も
投
影
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

研
究
発
表
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『
う
つ
ほ
物
語
』
諸
本
論
再
考

　
─
前
田
本
系
統
の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
─

�

慶
應
義
塾
大
学
〔
院
〕　
髙
橋
　
　
諒

　

現
在
四
系
統
に
整
理
さ
れ
て
い
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
諸
本
は
、
同
一
祖
本
か
ら

派
生
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
前
田
家
十
三
行
本
（
以
下
、

前
田
本
）
は
祖
本
に
近
い
形
を
と
ど
め
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
最

善
本
と
さ
れ
、
現
代
、
ほ
と
ん
ど
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
刊
本
が
、
底
本
と
し
て

採
用
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
田
本
お
よ
び
前
田
本
系
統
の
本
文
に
は
、
い
ま
だ
詳
ら
か

で
な
い
点
が
い
く
つ
か
存
す
る
。

　

一
つ
は
、
巻
に
よ
っ
て
系
統
を
異
に
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
が
従
来
諸
本
の
系

統
図
を
立
て
る
こ
と
が
難
し
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
室
町
後
期
の
古
記
録
類
に

よ
れ
ば
、
当
時
こ
の
物
語
は
既
に
完
本
で
存
す
る
こ
と
が
ま
れ
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
本
文
に
見
ら
れ
る
脱
文
・
衍
文
の
有
無
か
ら
四
系
統
の
先
後
関

係
を
調
査
す
る
と
、
必
ず
し
も
全
て
の
巻
が
前
田
本
系
統
か
ら
派
生
し
て
い
な
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
前
田
本
系
統
の
伝
本
が
実
際
は
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
可

能
性
が
浮
上
す
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
後
水
尾
天
皇
か
ら
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
下
賜
さ
れ
た
と

い
う
前
田
本
の
箱
書
の
記
述
が
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。
江
戸

前
期
の
禁
裏
の
蔵
書
目
録
に
あ
た
る
と
、
前
田
本
ひ
い
て
は
前
田
本
系
統
が
禁
裏

本
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
目
録
に
記
載
さ
れ
る
禁
裏
本
の

形
か
ら
も
前
田
本
の
箱
書
の
記
述
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
本
発
表
で
は
、
前
田
本
系
統
の
位
置
付
け
を
再
考
す
る
こ
と
で
、
現
存

す
る
『
う
つ
ほ
物
語
』
諸
本
の
源
流
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
論
に
基
づ
き
、
新

た
な
本
文
校
訂
の
方
針
も
提
示
し
た
い
。

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
源
季
明
一
族
、
そ
の
離
散
と
集
結

�

早
稲
田
大
学
〔
院
〕　
小
野
寺
　
拓
也

　
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
い
て
、
源
季
明
の
息
子
で
あ
る
実
忠
の
物
語
は
、
こ
れ

ま
で
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
に
首
肯
で
き
る
点
が
あ
る
も
の

の
、
実
忠
は
あ
て
宮
へ
の
強
い
思
い
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
す
る
論
が
あ
る
一

方
、「
実
忠
物
語
」
は
「
社
会
的
な
死
」
を
引
き
受
け
て
い
る
と
す
る
論
が
あ
る

な
ど
、
個
々
の
論
者
が
注
目
す
る
箇
所
に
よ
っ
て
と
ら
え
方
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
実
忠
は
「
国
譲
」
三
巻
を
中
心
と
し
て
、
実
の
兄
弟
と
の
交
流
が
色
濃

く
描
か
れ
る
人
物
で
も
あ
る
の
だ
が
、
彼
の
兄
で
あ
る
実
正
や
実
頼
、
妹
（
ま
た

は
姉
）
の
宮
の
君
ら
の
季
明
一
族
を
ま
と
め
て
論
じ
た
も
の
は
殆
ど
見
当
た
ら
な

い
。
季
明
一
族
の
離
散
と
集
結
、
そ
し
て
交
流
が
豊
か
に
描
か
れ
る
点
は
、
仲
忠

の
世
代
の
男
君
た
ち
が
、「
は
ら
か
ら
の
契
り
」
と
い
っ
た
擬
似
的
は
ら
か
ら
関

係
や
、
正
頼
家
と
の
婚
姻
関
係
に
よ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
兄
弟
を
も
た
な
い
、
も
し
く
は
兄
弟
と
殆
ど
交
流
し
て
い
な
い
、
と
い

う
点
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
季
明
一
族
の
描
写
を
、

他
家
の
男
君
た
ち
や
、
正
頼
一
族
と
の
比
較
を
端
緒
と
し
、
分
析
し
て
ゆ
く
こ
と

で
、
新
中
納
言
昇
進
を
軸
と
し
た
包
括
的
な
「
実
忠
物
語
」
読
解
を
試
み
る
。
さ

ら
に
、
実
正
と
実
忠
北
の
方
と
の
微
妙
な
関
係
性
や
、
物
語
の
要
所
で
描
か
れ

る
、
実
忠
と
正
頼
の
息
子
祐
澄
の
関
係
の
描
写
な
ど
、『
う
つ
ほ
物
語
』
の
人
間

関
係
の
描
写
の
豊
か
さ
が
、
点
在
す
る
物
語
を
結
び
つ
け
る
一
要
素
と
な
っ
て
い

る
点
も
、
明
ら
か
に
し
た
い
。
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午
後
の
部

『
枕
草
子
』
の
初
期
の
ド
イ
ツ
語
訳
に
つ
い
て

　
─
フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
訳
を
中
心
に
─

�

大
阪
大
学
〔
研
〕　
フ
ィ
ッ
ト
レ
ル
・
ア
ー
ロ
ン

　
『
枕
草
子
』
は
早
く
か
ら
欧
米
の
日
本
研
究
者
と
翻
訳
者
の
注
目
を
引
い
た
平

安
文
学
作
品
の
一
つ
で
あ
り
、
十
九
世
紀
後
半
に
数
章
段
が
ド
イ
ツ
語
と
英
語
と

フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
最
初
の
翻
訳
は
フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー

（A
ugust Pfizm

aier, 

一
八
〇
八
〜
一
八
七
五
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ

ツ
マ
イ
ヤ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
初
期
の
日
本
研
究
者
の
一
人
で
あ
り
、
主
に
日

本
語
学
に
実
績
が
あ
る
が
、『
枕
草
子
』
の
複
数
章
段
や
『
和
泉
式
部
日
記
』
全

文
な
ど
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
最
初
の
西
洋
の
翻

訳
者
で
も
あ
る
。

　

フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
の
翻
訳
は
極
め
て
直
訳
的
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
言
葉
表

現
に
関
す
る
理
解
の
不
十
分
に
よ
る
誤
解
と
誤
訳
が
少
な
く
な
い
も
の
の
、
第
一

人
者
と
し
て
の
平
安
文
学
の
理
解
と
伝
達
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う

観
点
か
ら
見
て
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
『
枕
草
子
』
に
見
ら

れ
る
、
平
安
文
学
の
特
徴
的
な
表
現
方
法
、
お
よ
び
日
本
文
化
特
有
の
物
事
の
翻

訳
に
お
け
る
伝
達
に
つ
い
て
、
翻
訳
者
が
参
照
し
た
辞
書
類
な
ど
の
文
献
と
十
九

世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
の
間
に
成
立
し
た
二
種
の
ド
イ
ツ
語
訳
と
最
初
の

英
訳
と
も
比
較
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
一
方
、
フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
訳
『
枕
草

子
』
に
脚
注
も
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
底
本
と
し
た
『
枕
草
子
春
曙
抄
』

の
北
村
季
吟
に
よ
る
傍
注
と
頭
注
に
よ
る
が
、
フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
独
自
の
注
も

見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
脚
注
も
参
考
に
し
て
、
フ
ィ
ッ
ツ
マ
イ
ヤ
ー
の
『
枕
草

子
』
お
よ
び
平
安
文
学
の
研
究
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

物
語
文
学
に
お
け
る
乳
児
の
「
物
語
」

�

早
稲
田
大
学
〔
院
〕　
小
泉
　
咲

　

平
安
時
代
の
作
品
の
中
に
、
乳
児
が
「
物
語
」
す
る
場
面
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
「
物
語
」
は
、「
幼
児
の
意
味
の
な
い
た
わ
ご
と
」「
喃
語
」
等
と
解
さ
れ
て
き

た
。
そ
う
し
た
従
来
の
解
釈
は
お
そ
ら
く
間
違
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

な
ぜ
乳
児
の
発
す
る
意
味
の
掴
め
な
い
言
葉
が
「
物
語
」
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ

て
い
る
の
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
の
踏
み
込
ん
だ
考
察
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
さ

れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
平
安
時
代
の
物
語
文
学
に
み
ら
れ
る
乳
児
の
「
物
語
」

の
用
例
を
で
き
る
限
り
検
討
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
を
探
り
出
そ

う
と
す
る
。
ま
ず
、「
物
語
」
す
る
乳
児
の
姿
が
語
ら
れ
る
際
に
は
、
た
と
え
ば

乳
児
の
「
う
ち
笑
む
」
様
子
な
ど
の
定
型
的
表
現
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
表
現
と
共
に
、
周
囲
の
人
々
、
す
な
わ
ち
乳
児
を
見
つ
め
、
そ
の
「
物
語
」

を
聞
き
取
る
人
々
の
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
よ
う
。
特
に
『
源

氏
物
語
』
以
降
の
作
品
に
お
い
て
は
、「
物
語
」
す
る
乳
児
を
複
雑
な
思
い
で
見

つ
め
る
周
囲
の
人
物
た
ち
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
る
。
以
上
の
点
を
捉
え
た
上
で
、
乳
児
の
発
す
る
意
味
の
掴
め
な
い
言
葉
を

「
物
語
」
と
称
す
る
表
現
は
、
そ
も
そ
も
は
周
囲
の
人
々
が
乳
児
の
言
葉
を
「
物

語
」
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、『
源
氏
物
語
』
以
降
は
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
乳
児
の
「
物
語
」
の
背
後
に
物
語
作
品
そ
の
も
の
の
内
容
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

研
究
発
表
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『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
十
帖
に
お
け
る
六
条
院
像

　
─
胡
蝶
巻
に
お
け
る
船
楽
・
季
御
読
経
を
端
緒
と
し
て
─

�

龍
谷
大
学
〔
院
〕　
藤
井
　
華
子

　
『
源
氏
物
語
』
の
玉
鬘
十
帖
は
、
独
立
性
の
高
い
巻
々
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
玉
鬘
巻
か
ら
真
木
柱
巻
ま
で
の
玉
鬘
十
帖
は
、
夕
顔
の
遺
児
で
あ
る
玉
鬘
を

め
ぐ
る
人
々
の
動
向
が
語
ら
れ
て
い
く
巻
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
巻
で
は
玉
鬘
求

婚
譚
を
語
っ
て
い
く
一
方
で
、
六
条
院
の
四
季
を
描
く
年
中
行
事
絵
巻
的
な
性
格

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
玉
鬘
十
帖
で
は
六
条
院

と
い
う
場
が
前
景
化
し
、
折
々
の
行
事
・
催
し
が
行
わ
れ
る
六
条
院
の
姿
が
語
ら

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

従
来
、
玉
鬘
十
帖
に
お
け
る
六
条
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
六
条
院
が
「
仙

境
的
」
に
語
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
「
理
想
的
」
空
間
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
先
学
の
指
摘
の
背
景
に
は
、
胡
蝶
巻
に
お

け
る
船
楽
・
季
御
読
経
で
の
六
条
院
の
邸
宅
・
庭
園
の
仙
境
表
現
が
あ
る
。
し
か

し
、
玉
鬘
十
帖
と
い
う
ひ
と
ま
と
ま
り
の
物
語
を
通
し
て
六
条
院
を
と
ら
え
た
と

き
に
、
一
貫
し
て
六
条
院
が
「
仙
境
的
」
に
語
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま

た
、
六
条
院
で
の
各
催
し
の
具
体
相
は
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
玉
鬘
十
帖
を

通
し
て
ど
の
よ
う
な
六
条
院
像
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
折
々
に
語
ら
れ
て
い
く
六
条
院
の
音
楽
の
在
り
方
に
注
目
し
て

み
る
と
、
時
節
の
み
な
ら
ず
建
築
や
風
景
と
の
親
和
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ

か
る
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
胡
蝶
巻
に
お
け
る
船
楽
・
季
御
読
経
を
端
緒
と
し
て
、

玉
鬘
十
帖
に
お
け
る
六
条
院
像
に
つ
い
て
、
音
楽
を
切
り
口
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い
。

『
細
流
抄
』
に
お
け
る
『
河
海
抄
』
享
受
の
諸
相　

　
─
『
一
葉
抄
』
の
影
響
に
着
目
し
て
─

�

広
島
大
学
〔
院
〕　
渡
橋
　
恭
子

　

三
条
西
実
隆
著
『
細
流
抄
』（
永
正
八
〜
一
〇
年
）
は
、
当
初
、
山
脇
毅
氏
に

よ
っ
て
、
実
隆
の
講
義
を
受
け
た
息
公
条
の
記
録
と
も
い
う
べ
き
『
聞
書
』
を
整

理
し
た
も
の
が
現
存
す
る
本
文
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
後
に
伊
井
春

樹
氏
に
よ
っ
て
公
条
の
『
聞
書
』（
学
習
院
大
学
蔵
本
）
が
紹
介
さ
れ
、
同
書
は

後
代
に
成
立
し
た
『
明
星
抄
』
に
近
い
本
文
で
あ
る
た
め
、『
細
流
抄
』
の
原
初

形
態
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、『
細
流
抄
』
が
い
か
な
る
注
釈
書

の
影
響
を
受
け
た
の
か
は
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
討
の
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

発
表
者
は
こ
れ
ま
で
、
三
条
西
家
の
注
釈
書
に
い
か
に
『
河
海
抄
』
の
注
が
取

り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
過
程
で
、
実
隆
著
『
弄
花
抄
』
に
連
歌
師
で

あ
る
藤
原
正
存
著
『
一
葉
抄
』（
明
応
四
年
）
の
注
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
こ
で
、『
細
流
抄
』
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
も
の
と
考
え
、

本
発
表
で
は
『
細
流
抄
』
の
中
で
『
河
海
抄
』
の
注
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
箇
所
を

『
一
葉
抄
』
と
比
較
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
『
一
葉
抄
』
と
他
の
注
釈
書
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
例
は
少
な
い
た
め
、
実
隆
が
、
同
時
期
に
成
立
し
た

『
一
葉
抄
』
か
ら
何
を
享
受
し
た
の
か
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な
作
業
と

い
え
る
。

　

本
発
表
で
は
、『
細
流
抄
』
の
中
で
『
河
海
抄
』
が
典
拠
と
し
て
明
記
さ
れ
て

い
る
注
一
三
五
件
の
う
ち
、
同
様
の
注
が
『
一
葉
抄
』
に
み
ら
れ
る
も
の
二
九
件

を
対
象
と
し
て
、『
一
葉
抄
』
に
よ
る
『
河
海
抄
』
の
解
釈
が
『
細
流
抄
』
に
い

か
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。


